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講演要 旨

　　　　　　　　　　　作物根 系の調 査法 に 関する研究

第 2 報　内視鏡 を使用 した ミ ニ リゾ トロ ン 法の 水稲 ポッ ト栽培 へ の 応用

田 中　典幸 ・原 田　二 郎 ・有馬　　進 ・上 村

　　　　　　 （佐賀 大学 農学 部 ・＊
理 研 農産）

恵＊

　 ポ ッ ト栽培 し た水稲根系 の 観察に内視鏡 を用 い る ミニ

リゾ トロ ン 法を応用 して 根系 の 形態や量 の変化を経時的

に測定する方法を適用 し，その 実用性 に つ い て 検討 した。

水稲は ポ ッ トの 側面か ら内視鏡 の 鏡頭を挿入 し，根系を

観察 で きるよ うに改造 した ワ グネル ポ ッ トで栽培した。

根 系 の 観察 は，移植 後 か ら定期的 に 4 カ 月 問 に わた っ て

行 っ た。また ， 撮影し ，
ス ライ ドプ ロ ジェ ク ターで拡大

し た写真映像か らラ イ ン 交差法を用 い て 二 つ の 色調別 の

根の 根長密度を 測定し た。

　その 結果，こ の 方法 をポ ッ ト栽培に応用す ると，水稲

に お い て も個々 の 根系で は そ の 量的，形態的諸形質の継

続的な変化の 観察に は十分使用で きる こ とが実証された。

しかし，本方法 で は，異なる根系の 総量を比較す るには

適 さなかっ た。一
方，内視鏡を用 い た こ とによっ て根を

色調 別 に 分別 して観察 す る こ とが で き，根 の 老化 や 活 力

の程度， ある い は 土壌環境の変化 に 関する情報を得る 手

法と して は極めて 有効で ある こ とが確認 され た。

　　　　　作 物根系の調 i査法に 関 す る研 究

第 3 報　遮根 シ
ー

トを用 い た平 面 的根系の 形 成法

有馬 進 ・田中　典幸 ・原 田　二 郎

　 （佐賀大学農学部）

　作物根系 の 調査観察をよ り簡便 にす る ため の 実験栽培

法 と し て，遮根 シ
ー

ト （長繊維不 織布）を用 い て根 系 を

平面的 に 形成 さ せ る 方法 に つ い て 検討 し た。こ の 方法は ，

遮根 シ
ー

トを土壌表面に貼 り込ん で シ
ー

トの 対面を樹脂

板 で 覆 い ，シ
ー

トと樹脂板 の 間 に根 系を平 面 的 に形成 さ

せ るもの で あ る。本報告で は こ の 原理 を畑圃場およ び根

箱に 応用 した 2 つ の 方法 に つ い て検討 を加えた。また，

畑圃場 の 場合に は シー トと樹脂板 を密着させ る た め に 加

重を行な っ た。供試作物に は イ ネ科と して奉小麦，マ メ

科 と して エ ン ドウを用 い ，両 方法 に よ っ て 1 か 月 間 の 試

行栽培を行 っ た。そ の 結果 ，
い ずれ の 方法 で 形成させ た

場合にも根系はそ の 諸形質を満足に調査 し得るもの で あ

る こ とが明らか とな っ た。また ， 透 明 な樹脂板 を接着 し

た根箱を用 い る こ とに よ っ て ， 根系の直接か つ 継続的な

観察も可能で あ っ た。従 っ て ，本方法は，よ り簡便に根

系 を観察す る 方法 の
一

つ とな る と考 え られ る。

シチ メ ン ソウ 翫 α edlα ノαpo 鷹 cα Makh 琶o に 関する研 究

田 中　典幸 ・
原 田 二 郎 ・有馬

（佐賀大学農学部）

進 ・
山田　美和子

　シ チ メ ン ソ ウSZUteda　」
’
apanica 　Makino の 耐塩性機構

を明 らか にす る
一

環 として ，1991年 5 月か ら1992年 4 月

に わ た り， 有明海沿岸の 自生地にお い て 生長経過 と形態

を観察 し， 環境諸要因の 経時的変化を測定 した。そ の結
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果，

　 1 ．自生地 に おい て 群落は，大潮 の 高潮線か ら約1．2m

下位の
一

定 の 生育域 に 形成 され て い た．

　 2．種子 は落下 後数 日 中に発芽 し，幼植物 として 活着

した。生 育は 7A 中旬 ま で緩慢 で あ っ たが，8 月か ら10

月 に か け て 旺盛とな っ た。花芽形成は 8 月 下旬 に 始ま り ，

開花結実は 9月下旬か ら11月下旬まで続い た。

　 3．茎 は 上 達幹 で ，分枝は 単 軸分枝で あ っ た。表皮は

肥厚 し， 皮層で は細胞間隙の 発達が見 られた。また，二

次形成層は
一
次木部と

一
次篩部 の 外側に分化 し，肥大生

長 で 特殊 な 二 次組織を形成し た。葉 は 多肉質 で 表皮組織

が全体積に占める割合が少ない 乾生形態を示 した 。 また ，

葉は生長に 伴 っ て液胞 が発達した．根系 は 地上部に 比 べ

て 貧弱 で あ り，主 根先導型 の 構造 を示 した。根 は皮層 に

おける細胞間隙 と破生通気組織の 発達が著 し く，水生植

物の 特 徴的な組織形態を示 した。

作物根系の フ ラクタル 構造に つ い て

田 中　典幸 ・原 田　二 郎 ・有馬　　進 ・清水　康弘
＊

　　　 （佐賀大学農学部 ・＊
大分県農業研究セ ン ター）

　本研究 で は 作物根系 の 自己 相似的な構造 をフ ラク タル

理論を用い て解析する こ とを試みた。実験は1990年に行

い ， 6 種 の マ メ科作物 （ダイズ，ア ズ キ，イ ン ゲ ン，落

花生 ， ア ル フ ァ ル フ ァ ， ササゲ）と トウモ ロ コ シ を材料

とし ， 根系 の 立体的あ る い は平面 的な分布につ い て粗視

化 の 度合 を変え る 方法 で 求 めたフ ラ ク タル 次元 に よ っ て

自己相似性 の 程度を判定し ， 測定位置 ， 生育時期お よ び

作物 間で 比較 した。そ の 結果，

　 1 ．供試 し たすべ て の 作物根系 に お い て フ ラ ク タル 次

元 は非整数値 とな り，自己相似的な構造である こ とを示

し た 。

　 2 ．立体的な解析の 結果，フ ラ ク タル 次元 は，地表面

か ら深くな る ほ ど低下 し，また，株元 か ら離れ る と次第

に 高くな り最高値 に達した 後，再び低下 す る とい っ た変

化を示 した。

　 3．平面的な解析 の 結果，フ ラク タル 次元 は 地上部の

生育 に伴 っ て 次第に高まっ た が，あ る時期 を過 ぎる と各

作物 で
一

定 の 値 とな っ た。そ の 場合，一定の 値に達する

時期は落花生 で もっ とも早 く、ア ズ キ お よび トウモ ロ コ

シ
， イ ン ゲ ン およびササゲ ， ダイズ と続 き，ア ル フ ァ ル

フ ァ が最も遅か っ た 。 また ， 最高値は作物毎に異な り，

ア ズキ とトウモ ロ コ シ で 高 く，落花生 とア ル フ ァ ル フ ァ

で低か っ た。

　以 上 の点を考慮する と フ ラ ク タル 理 論は作物根系 の 構

造を解析する
一

つ の 手 段 とな り うる と考えられ た。

　福 岡県に おけ る1991年 度水稲作柄解析

一台風 を中心 と した気象被害の要因解析一

大隈　光善 ・原 日　皓二 ・
田中　浩平

　　　　 （福岡県農業総試験場）

　 1991年 は，近年 に類をみ な い 不 作年 で あ っ たの で ， そ

の原 因 に つ い て ， 台風 を中心 に ， そ の 前後 の 気象条件や

稲体要因等 を 加 え 総合的に解析 した 。

　 1 。台風 17号は出穂直後の 晩生種に大きな影響を及ぼ

した。台風 19号 は 登熟 中後期の ヒ ノ ヒ カ リの 倒伏を助長

し，悪影響を及ぼ し た 。

　 2 ，極早生 〜早 生 種 の 収量低下 は， 6月下旬〜8 月上

旬の 目照不足が主要因 で あ っ た。

　 3．こ の 日照不 足 に よ り根群形成 が阻 害され、台風被

害や 10月 の 乾燥害等 を助長し た。

　以上 の よ うに，ユ991年は，2つ の強い 台風と 日照不足，

さ らに乾燥害 が複合され，過去 に 類 をみない 作柄不良（作

況指数72％）となっ た 。 なお ， 詳細に つ い て は ， 福岡農

総試研報A 第12号 に掲載。
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